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数列 平成 年 月 日

1 初項が−6，公差が−2の等差数列 {an}がある。また数
列 {bn}は，b1 = 66，bn+1−bn = an (n = 1, 2, 3, · · · )
で定められている。

（1）数列 {an}の第 n項 an を nを用いて表せ。

（2）数列 {bn}の第 n項 bn を nを用いて表せ。

（3）数列 {bn}の初項から第 n項までの和を Sn とする。

Sn が最大となるような n の値と Sn の最大値を求

めよ。



数列 平成 年 月 日

2 初項が 2，公比が正である等比数列 {an}の第 3項は 18

である。また，等差数列 {bn}の第 3項は −19で，初項

から第 8項までの和は −116である。

（1）数列 {an}の公比を求め，an を nを用いて表せ。

（2）bn を nを用いて表せ。また，bn < 0を満たす最大の自

然数 nの値を求めよ。

（3）不等式
n∑

k=1

ak >

20∑
k=1

|bk| を満たす最小の自然数 n の値

を求めよ。



数列 平成 年 月 日

3 等差数列 {an} があり，a2 = 9，a5 = 21 を満たして

いる。

（1）数列 {an}の一般項を求めよ。
（2）a3 + a6 + a9 + · · · + a3n を nを用いて表せ。

（3）an を 3で割ったときの余りを rn (n = 1, 2, 3, · · · )と

おく。このとき，和
30∑

k=1

rkak を求めよ。



数列 平成 年 月 日

4 初項 a (a < 0)，公差 dの等差数列 {an}があり，a2 +

a7 = 0を満たしている。

（1）dを aを用いて表せ。

（2）a1a3 + a2a4 = 26のとき，一般項 an を求めよ。

（3）(2)のとき，an+1 + an+2 + an+3 + · · ·+ a3n > 8000を

満たす最小の自然数 nを求めよ。



数列 平成 年 月 日

5 等差数列 {an}は a7 − a3 = 12を満たしている。

（1）数列 {an}の公差を求めよ。
（2）a1，a3，a7 がこの順に等比数列であるとき，数列 {an}

の一般項を求めよ。

（3）(2) のとき，Sn = a1 + a3 + a5 + · · · + a2n−1 とする。

Sn を nを用いて表せ。また，
30∑

k=1

1
Sk
を求めよ。



数列 平成 年 月 日

6 数列 {an} は初項が 3，公差が整数の等差数列である。

また，数列 {bn}は初項が正で，b2 = 8，b4 = 32の等比

数列であり，

a4 < b3 < a5

を満たしている。

（1）bn を nを用いて表せ。

（2）an を nを用いて表せ。

（3）この２つの数列の項を小さい方から順に一列に並べてで

きる数列を {cn}とする。数列 {cn}のはじめの 50項の

和を求めよ。



数列 平成 年 月 日

7 数列 {an}は等差数列で，a3 = 7，a9 = 19である。ま

た，数列 {bn}の初項から第 n項までの和を Sn とする

と，Sn = 2n+1 (n = 1, 2, 3, · · · )である。
（1）an を nを用いて表せ。

（2）b1を求めよ。また，n >= 2のとき bnを nを用いて表せ。

（3）n >= 2のとき，T = a2b1 + a4b2 + a6b3 + · · ·+ a2nbn を

nを用いて表せ。



数列 平成 年 月 日

8 数列 {an}は等差数列であり，a1 = 4，a3 + a4 = 23を

満たしている。

（1）an を nを用いて表せ。

（2）数列 {an}を次のように，それぞれ 3個ずつの区画に分

ける。

a1, a2, a3 | a4, a5, a6 | a7, a8, a9 | a10, · · ·

第m番目の区画の最初の数を bm とするとき，bm をm

を用いて表せ。また，bm >= 100を満たす最小の自然数

mの値を求めよ。

（3）数列 {an}を次のように，第 k番目に (2k − 1)個の数が

入るように分ける。

a1 | a2, a3, a4 | a5, a6, a7, a8, a9 | a10, · · ·

第 i番目の区画の最初の数を ci とするとき，ci を iを用

いて表せ。また，ci <= 700を満たす最大の自然数 iの値

を求めよ。



数列 平成 年 月 日

9 4 で 割 り 切 れ る 自 然 数 の う ち ，12 で 割 り 切

れないものを小さい順に並べてできる数列を

a1, a2, a3, · · · , an, · · · とする。
（1）a1, a2, a3, a4 を求めよ。

（2）a2k を k で表せ。a2k−1 を k を用いて表せ。ただし，

k = 1, 2, 3, · · · とする。
（3）a1 + a2 + a3 + · · ·+ a2n−1 + a2n > 3000となる最小の

nの値を求めよ。



数列 平成 年 月 日

10 初項が 6，第 5項が 30である等差数列 {an}がある。
（1）数列 {an}の公差 dを求め，一般項 an を nの式で表せ。

（2）b1 = 3，bn+1 − bn = an (n = 1, 2, 3, · · · )で定められ
る数列 {bn}の一般項 bn を nの式で表せ。

（3）(2)のとき，cn =
bn + bn+1

2
(n = 1, 2, 3, · · · )で定

められる数列を {cn}とする。c1 + c2 + c3 + · · ·+ cn を

求めよ。



数列 平成 年 月 日

11 初項 a，公差 dの等差数列 {an}があり，a3 = 4，a6 = 9

である。

（1）aと dの値を求めよ。

（2）数列 {an} の項のうち，整数となる項を小さい順に 10

個加えた和を求めよ。

（3）数列 {an}を

a1︸︷︷︸
第 1 群

| a2, a3, a4︸ ︷︷ ︸
第 2 群

| a5, a6, a7, a8, a9︸ ︷︷ ︸
第 3 群

| a10, · · ·︸ ︷︷ ︸
第 4 群

| · · ·

のように群に分け，第 n群に (2n − 1)個の項が入るよ

うにし，第 n群の中央の項を bn (n = 1, 2, 3, · · · )と

する。bn を nを用いて表せ。また，
n∑

k=1

bk を nを用い

て表せ。



数列 平成 年 月 日

12 等差数列 {an}があり，a2 = 3，2a3 + a4 = 13を満た

している。また，bn = 3 × 2an (n = 1, 2, 3, · · · )と定
める。

（1）数列 {an}の初項と公差をそれぞれ求めよ。

（2）b1 を求めよ。また，
10∑

k=1

bk を求めよ。

（3）bn の一の位の数を cn (n = 1, 2, 3, · · · ) とする。
100∑
k=1

akck を求めよ。



数列 平成 年 月 日

13 等差数列 {an}があり，a3 = 8，a7 −a5 = 6を満たして

いる。また，数列 {bn}があり，b1 = 5, bn+1 = 2bn − 3

(n = 1, 2, 3, · · · )を満たしている。
（1）an を nを用いて表せ。

（2）bn を nを用いて表せ。

（3）Sn =
n∑

k=1

(
1

akak+1
+

1
2bk − 6

)
とするとき，Sn を

nを用いて表せ。



数列 平成 年 月 日

14 等差数列 {an}があり，公差が 2，第 25項が 52である。

また，数列 {bn} があり，数列 {bn} の初項から第 n 項

までの和を Sn とするとき，Sn = nan である。

（1）an を nを用いて表せ。

（2）bn を nを用いて表せ。

（3）
n∑

k=1

2kbk を求めよ。



数列 平成 年 月 日

15 公比が正である等比数列 {an}があり，a2 = 2，a4 = 8

である。また，数列 {bn}は初項から第 n項までの和 Sn

が Sn = n2 + n + 1となるような数列である。

（1）数列 {an}の公比を求めよ。
（2）数列 {bn}の一般項を求めよ。
（3）b3 < x <= bn+3 を満たす整数 x の個数を cn とする。

c1a1 + c2a2 + c3a3 + · · · + cnan を nの式で表せ。



数列 平成 年 月 日

16 数列 {an}は等差数列で，a6−a2 = 2，a1+a3 = 2(p+1)

を満たしている。ただし，pは定数である。

（1）数列 {an}の初項と公差を pを用いて表せ。

（2）a2 +a4 +a6 + · · ·+a30 = 135のとき，pの値を求めよ。

（3）(2)のとき，an の整数部分を bn (n = 1, 2, 3, · · · )と
おく。このとき，b1a1 + b2a2 + b3a3 + · · · + b30a30 の

値を求めよ。



数列 平成 年 月 日

17 数列 {an}は初項が 1，公差が 2の等差数列である。ま

た，数列 {bn} は初項から第 n 項までの和 Sn が Sn =
1
2

n(3n − 1) (n = 1, 2, 3, · · · ) となるような数列で
ある。

（1）数列 {an}の一般項を求めよ。
（2）数列 {bn}の一般項を求めよ。
（3）数列 {an} と数列 {bn} に共通に含まれている項を数列

{an}から取り除いて残った数を小さい順に
c1, c2, c3, · · · , cn, · · · とする。
c1c2 + c3c4 + c5c6 + · · ·+ c2n−1c2n を nを用いて表せ。



数列 平成 年 月 日

18 公差 −3 の等差数列 {an} が a2 + a3 = 65 を満たして

いる。

（1）an を nで表せ。

（2）
20∑

k=1

|ak|の値を求めよ。

（3）
20∑

k=1

(
ak + |ak|

2

)2

の値を求めよ。



数列 平成 年 月 日

19 a1 = 2，an+1 = nan − n2 + 2 (n = 1, 2, 3, · · · )で定
義される数列 {an}がある。
（1）a2，a3，a4 を求めよ。

（2）an を推定し，それが正しいことを数学的帰納法で証明

せよ。

（3）
1

√
a1 +

√
a2

+
1

√
a2 +

√
a3

+ · · · + 1
√

a30 +
√

a31

を求めよ。



数列 平成 年 月 日

20 数列 {an} は各項が自然数の等差数列で，初項は 1，公

差は dで a1 + a2 + a3 = 9を満たしている。次に，
1
a1

を a1 個，
1
a2
を a2 個，

1
a3
を a3 個，· · · というよう

に順に並べてできる数列を {bn}とする。
（1）dの値を求めよ。また，an を nで表せ。

（2）b3，b10，b20 はそれぞれいくらか。また，数列 {bn} で
最初に現れる

1
35
は第何項か。最後に現れる

1
35
は

第何項か。

（3）b1 + b2 + b3 + · · · + b300 を求めよ。



数列 平成 年 月 日

21 初項 3，公比 r (r > 0)の等比数列 {an}があり，a2+a3 =

18が成り立っている。

（1）r の値を求めよ。

（2）a1 + a2 + a3 + · · ·+ an >
3
2

(a2 + a4 + a6 + · · ·+ a12)

を満たす最小の自然数 nを求めよ。

（3）b1 = a1，bn+1 = bn + a2n (n = 1, 2, 3, · · · )を満たす
数列 {bn}がある。bn を nを用いて表せ。



数列 平成 年 月 日

22 次のような数列 {an} がある。ただし，n は自然数と

する。

1
1

,
2
2

,
1
2

,
3
3

,
2
3

,
1
3

,
4
4

,
3
4

,
2
4

,
1
4

,
5
5

, · · ·

（1）
1
10
と書かれた項は，数列 {an}の第何項か。

（2）k は自然数とする。分母が k と書かれた項の和を求め

よ。また，数列 {an}の初項から
1
n
と書かれた項まで

の和を求めよ。

（3）m は自然数とする。数列 {an} の初項から第 m 項まで

の和が初めて 30以上となるmの値を求めよ。また，こ

のときの am の値を求めよ。



数列 平成 年 月 日

23 数列 {an} は a1 = 3，a2 =
9
2
，an+1 = pan + 6

(n = 1, 2, 3, · · · )を満たしている。ただし、pは定数

である。

（1）pの値を求めよ。

（2）an を nで表せ。

（3）xy 平面上に点 An(an, 0) (n = 1, 2, 3, · · · ) をとる。
n本の線分の長さの和

A1A2 + A2A3 + A3A4 + · · · + AnAn+1

を nで表せ。



数列 平成 年 月 日

24 数列 {an}は等差数列で，a1+a2+a3 = 42，a4 = 26を満

たしている。また，数列 {bn}があり，数列 {bn}の初項
から第 n項までの和を Snとすると，3Sn = 4bn−9n+8

(n = 1, 2, 3, · · · )を満たしている。
（1）an を nで表せ。

（2）bn を nで表せ。

（3）cn = an + bn (n = 1, 2, 3, · · · )とおくと，すべての自
然数 nに対して，cn は 9の倍数であることを数学的帰

納法を用いて証明せよ。



数列 平成 年 月 日

25 座標平面上に 2点 A(0, 1)，B(2, 0)をとる。図のよう

に，線分 ABに原点Oから垂線OP1をひき，次に点 P1

から x 軸に垂線 P1Q1 をひく。さらに点 Q1 から線分

ABに垂線 Q1P2 をひき，点 P2 から x軸に垂線 P2Q2

をひく。以下このような操作を続け，線分 AB 上に点

P1，P2，P3，· · ·，x軸上に点Q1，Q2，Q3，· · · をとる。
（1）点 P1 の座標を求めよ。

（2）点 Qn の座標を (xn, 0) (n = 1, 2, 3, · · · )とする。こ
のとき，xn+1 を xn で表せ。また，xn を nで表せ。

（3）三角形 OPkQk の面積を Sk とする。このとき，
n∑

k=1

Sk

を nで表せ。



数列 平成 年 月 日

26 数列 {an}は a9 = 11，an+1−an = 1 (n = 1, 2, 3, · · · )
を満たしている。この数列 {an}の各項を下図のように
三角形状に順に並べ，上から第 1行，第 2行，第 3行，

· · · とする

a1

a2 a3 a4

a5 a6 a7 a8 a9

a10 a11 a12 a13 a14 a15 a16

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

（1）an を nで表せ。

（2）第m行の左端の数をmで表せ。

（3）第 m 行のあるすべての数の和を Tm とする。Tm を m

で表せ。また，Tm は 3の倍数であることを示せ。



数列 平成 年 月 日

27 数列 {an}，{bn}がある。数列 {an}は等差数列で，a1 +

a3 = 10，a2+a4 = 16を満たしている。また，数列 {bn}
の初項から第 n 項までの和 Sn が Sn =

3
2

n2 − 1
2

n

(n = 1, 2, 3, · · · )である。
（1）an を nで表せ。

（2）bn を nで表せ。

（3）n >= 2のとき，a1bn +a2bn−1 +a3bn−2 + · · ·+an−1b2 +

anb1 を nで表せ。



数列 平成 年 月 日

28 公比が正の数である等比数列 {an} があり，a2 = 4，

a4 = 16である。また，等差数列 {bn}があり，初項から
第 n項までの和を Sn とすると，S10 = 175，S15 = 375

である。

（1）an を nを用いて表せ。

（2）bn を nを用いて表せ。

（3）bn < a5 を満たす nの最大値を mとする。
m∑

k=1

akbk の

値を求めよ。



数列 平成 年 月 日

29 初項 a，公差 dの等差数列 {an}と，初項 3a，公比 dの

等比数列 {bn}があり，a5 = 14，b2 = 18である。ただ

し，dは整数である。

（1）a, dの値を求めよ。

（2）各自然数 n に対して，bn < ak < bn+1 を満たす ak の

個数を cn とする。cn を nを用いて表せ。

（3）(2)のとき，
n∑

k=1

akck を nを用いて表せ。



数列 平成 年 月 日

30 等差数列 {an}があり，a5 = 13で，初項から第 10項ま

での和が 145である。

（1）an を nを用いて表せ。

（2）
20∑

k=1

ak を求めよ。また，
20∑

k=1

aka2k を求めよ。

（3）
33∑

k=1

1
akak+1

を求めよ。



数列 平成 年 月 日

31 初項 1，公差 d (d > 0)の等差数列 {an}がある。また，
数列 {bn}は bn = (−1)na2

n (n = 1, 2, 3, · · · )で定め
られ，b2 = 9を満たしている。

（1）dの値を求めよ。

（2）
2n∑

k=1

bk を求めよ。

（3）
N∑

k=1

bk が初めて −1000より小さくなるような自然数 N

を求めよ。また，このN に対して
N∑

k=1

1
b2k−1 + 4

の値

を求めよ。



数列 平成 年 月 日

32 実数の項からなる等比数列 {an}があり，a1 = 2，a4 =

16である。また，数列 {bn}があり，b1 = 2，bn+1−bn =

an + 3 (n = 1, 2, 3, · · · )を満たしている。
（1）an を nを用いて表せ。

（2）bn を nを用いて表せ。

（3）Sn = a1b1 + a2b2 + a3b3 + · · ·+ anbn とする。Sn を n

を用いて表せ。


